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一
人
會
肚
に

つ

セ、

て

（二）

津

田

利

治

二
　
つ
　
づ
　
き

δ
書
嘉
鬼
如
く
、
商
法
四
〇
四
綾
正
宕
健
婆
つ
蓼
て
、
一
探
責
鑑
砦
会
い
倉
髪
蓋
護
の

舞
誉
ざ
鴬
9
す
る
謹
、
讐
董
人
禽
の
姦
を
馨
謹
と
、
、
霧
是
砦
ら
の
改
晋
盤
そ
墾
藷

　
か
　
　
　
　
　
　
　
ド

立
七
喪
理
由
に
基
く
喝
の
で
あ
る
。
そ
し
て
乏
れ
ま
で
述
武
た
所
に
よ
つ
て
、
そ
こ
に
扱
つ
た
改
距
の
諸
理
由
は
飼
れ
も
右
第
ぱ
め
改
砿

燗
鳳
的
の
た
め
の
理
毒
で
あ
つ
て
ギ
第
二
の
一
人
會
肚
を
認
め
る
と
い
ふ
た
め
の
理
由
と
は
な
ら
な
恥
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
積

蟄
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
政
疋
商
法
が
一
人
會
融
の
存
績
を
敵
め
ん
と
す
る
理
由
は
何
虎
に
あ
る
か
。
そ
れ
は
松
本
博
士
の
観
か
れ
る
如
く
「
我
邦
に
於

　
　
　
ぴ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

て
垂
塞
或
、
一
婁
義
葵
奮
篠
式
器
部
を
所
有
す
る
天
駐
籟
蓼
馨
幸
舌
る
．
券
誓
に
撃
陰

盤
｝
毒
籍
ゆ
戴
人
⑳
株
主
を
設
け
、
典
の
採
券
に
白
紙
委
任
飲
を
附
し
て
自
己
の
手
に
納
め
て
澄
く
の
で
あ
る
。
莇
に
批
り
如
魯
争
人
會
灌

　
　
　
　
U
ム
看
毅
葬
9
．
晒
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
鶏
↑
　
　
　
（
欝
鞘
）



　
　
　
　
一
人
禽
畿
κ
ウ
い
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
三
二
）

の
凄
櫓
鳳
止
め
存
雀
あ
う
旦
づ
之
を
一
認
む
る
實
用
あ
り
と
す
れ
ぽ
」
，
　
蝿
の
際
一
層
の
こ
と
輔
人
會
激
を
公
認
す
べ
き
で
あ
る
、
と
謂
ふ
、

鋤
の
緬
撚
に
外
な
ち
な
暴
砂
で
あ
る
Q

響
脚
論
婁
、
擁
藤
を
馨
し
窃
合
像
責
数
を
璽
し
饗
峻
か
、
株
蕃
勢
褻
の
奮
篠
責
繁
閥

賢
サ
る
必
濃
盗
嘉
嚇
至
、
謂
は
壁
繋
の
株
式
會
婁
禺
李
る
薦
轟
謬
る
た
め
に
、
嚢
膠
る
煮
と
に
な
書

の
辱
は
な
犠
？
そ
蔵
ど
こ
ろ
か
、
一
人
會
融
と
蓉
ふ
こ
と
そ
れ
自
盟
が
論
理
的
に
は
返
づ
て
一
づ
の
矛
屑
な
の
で
あ
る
（
r
）
。
　
「
一
、
人
」
．

轟
ふ
髪
喜
禽
」
良
老
圭
集
霜
墾
ぎ
観
念
房
で
あ
ぞ
、
之
叢
え
籍
倉
や
翌
一
葦
暫
鶏
的
な

　
　
P
畑
　
　
島
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
＞
　
、

肇
が
玄
屡
盤
為
集
、
資
蓋
霞
慧
の
諺
奪
疑
挨
ら
（
2
）
、
葵
髪
嬰
て
饗
占
人
窪
藩
歪

像
を
ゐ
る
馨
璽
右
の
如
蕎
欝
爆
歪
拘
2
は
塞
．

奪
で
澗
馨
天
薩
な
悪
の
姦
念
整
轟
し
層
馨
奮
奮
璽
寒
ε
て
、
碧
事
塁
窪
し
蓄
爵

の
、
又
薬
適
馨
蓄
茗
2
選
ズ
會
襲
楼
姦
狸
取
扱
食
嘉
去
会
乏
奮
．
産
護
肇
釜
す
べ

ま
海
疲
撃
べ
嘉
、
覆
馨
す
べ
嘉
、
と
い
奮
と
霧
る
．

　
　
ノ
ぜ
ド
ご

診
屠
上
畜
婁
馨
る
喜
ふ
二
に
溌
ぜ
、
そ
れ
籍
福
人
霧
の
護
蓬
制
誌
勇
こ
と
薯
る
の
で
あ
つ

て
、
．
業
暴
理
檜
等
垂
奈
る
墾
を
意
味
す
貿
蜜
に
若
し
立
肇
棄
の
嚢
論
を
製
ゴ
る
な
ち
ば
、
轟

監
慕
之
藁
穿
べ
喜
睾
．
嘉
た
め
蛋
、
株
蕃
肚
に
於
て
も
株
圭
人
と
爲
鬼
る
急
き
膝
纏
薦
弊
べ
く
、

斐
形
痛
ひ
た
餐
壷
肴
楼
之
に
反
す
る
駿
篠
と
↓
て
、
芳
に
於
て
は
そ
の
覆
饗
に
認
編
遷
學
る
と
共

に
、
更
貫
斯
る
會
肚
の
解
散
を
命
じ
（
3
）
、
且
つ
會
融
債
務
に
つ
き
そ
の
一
人
株
主
及
び
藁
人
形
に
な
つ
た
者
に
直
接
蓮
帯
無
限
の
責
任

を
負
は
し
め
る
と
云
訟
搬
な
嚴
格
な
方
法
が
探
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。



　
然
し
な
が
ら
～
個
人
企
業
の
有
限
資
任
化
は
果
レ
て
今
日
樹
ほ
禁
正
す
べ
き
事
柄
で
あ
ら
う
か
。
週
代
企
業
の
特
質
（
4
×
か
ら
考
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

著
、
既
に
從
屡
、
後
場
に
灘
を
加
鳶
麗
難
し
話
る
経
奮
う
か
．
勿
論
之
藷
め
遁
に
3
姦
．
諮

奢
楼
の
讐
蓼
灘
奮
覆
蚤
蓄
，
詫
蓄
、
此
の
鍵
さ
へ
雰
の
慈
霧
つ
巻
荏
諺
阪
雀
繍
人
霧

を

馨
｛
、
班
巌
謬
塞
彰
蓄
警
こ
と
窪
ぞ
弦
う
．
そ
し
森
巷
麩
に
於
け
蚕
讐
楼
嘉
篠
馨

て
豊
書
メ
（
5
）
、
普
饗
が
奥
霧
響
に
も
総
て
藩
さ
砦
ご
と
髪
る
馨
拭
、
假
禽
董
の
霊
奢
無
に

塔
｛
、
嚢
．
櫨
響
罎
黛
砦
吉
志
奢
殺
馨
肇
．
且
つ
現
に
葵
讐
よ
書
質
墓
人
農
森
審
懲
し

壕
確
難
難
藁
罐
貿
鄭
髪
縫
、
餐
麟
舞
懸
難
綴
騒
鐸
鋪
欝
雛
鎌

に
な
づ
一
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ポ
ロ

　
然
し
2
既
に
こ
ご
ま
で
來
た
激
ら
ば
噛
何
故
に
個
人
企
業
の
有
限
責
任
化
の
た
め
に
株
式
會
融
の
殼
セ
被
ら
な
ゆ
れ
ば
な
ら
な
い
様
に

し
養
く
必
舞
あ
馨
毯
慕
．
現
在
の
所
荏
葬
竃
勇
芙
呈
の
者
蚤
て
株
蕃
駐
竪
髪
曇
、
藻
式
を

譲
受
け
蚤
か
φ
叉
に
既
存
分
株
式
會
融
老
買
孜
し
て
（
所
謂
計
鎖
暑
曾
冨
尾
）
一
。
人
會
融
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
然
レ
結
局
論
人

　
　
　
　
　
　
ロ
　
ね
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

寵
の
存
音
馨
劣
ε
る
塗
、
勅
め
遣
入
籔
と
セ
繋
す
姦
を
與
へ
す
に
置
く
必
覆
盗
懲
あ
る
し
、
且
つ

實
質
せ
個
人
企
業
な
の
で
み
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
之
に
株
式
會
識
の
外
被
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
有
限
責
任
の
利
釜
を
賦
與
し
な
い
と
滋
ふ

　
　
　
　
ヂ

の
も
馨
を
で
あ
る
．
故
隻
法
論
と
し
涯
、
馨
ズ
竃
を
塚
薔
甚
よ
皇
ふ
の
准
な
く
毛
、
’
軍
猫
箋
の

有
限
、
責
任
に
關
す
る
法
律
」
と
云
つ
た
も
の
の
立
案
碕
究
を
爲
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
（
δ
）
。
現
行
法
上
は
た
だ
嘗
画
の
賓
際
上
の
事
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
キ
　
ョ
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

楼
歎
襖
を
合
は
せ
畜
乏
云
ふ
茶
徹
底
な
態
凌
を
以
て
、
株
式
會
肚
に
つ
い
て
の
み
凶
人
會
融
を
認
め
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
疹
瞭
題
蜜
な

　
　
　
　
樋
ム
聴
灘
畿
搬
ゆ
榊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
凝
鷲
“



　
　
　
　
耐
み
費
甑
駕
り
ψ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
一
訟
四
）

い
。
殖
圏
疑
〔
を
邊
け
る
た
め
に
噸
、
特
に
そ
の
鷺
の
規
定
を
設
け
る
と
訳
ふ
用
意
を
す
ら
、
故
ら
に
同
遜
し
て
ゐ
る
の
は
、
誠
に
遣
憾
と
欝

は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

醗
義
警
眉
噛
曽
・
鵬
・
ρ

　
2
隊
僧
露
響
ダ
》
ρ
診
り
．
㈱
一
樋
・
刃
挙
0
3
び
出
9
ぎ
ダ
㈱
嶺
・

　
3
一
働
軸
が
食
鮭
ヌ
は
役
員
の
行
爲
に
よ
つ
て
實
轡
を
盈
じ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
商
五
八
條
二
項
に
よ
ロ
窺
行
法
上
噂
も
禽
肚
の
解
散
を
命
じ
得
る
（
小
町

　
　
昏
商
讐
講
霧
騨
巻
四
二
五
頁
）
。

　
4
昌
滲
照
。

　
5
窺
行
株
式
曾
鮭
法
κ
於
て
債
催
者
保
謹
の
鮎
か
ら
最
も
逡
憾
な
の
は
柔
の
賛
本
金
額
の
最
低
限
を
規
定
し
て
ゐ
な
い
ご
と
で
あ
る
（
七
滲
照
）

　
6
謬
ぎ
「
旨
冨
霧
浮
踪
①
浮
剛
9
弱
番
箆
鷺
一
薯
嘗
聾
。
腹
る
急
昌
g
ド
犀
巽
。陰
り
馨
・

醐
一
　
外
國
に
於
て
内
一
入
會
肚
の
間
題
が
特
に
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
猫
逸
に
於
て
で
あ
る
。
彼
國
で
は
、
我
現
行
商
法
と
同
嫌

に
、
株
式
會
肚
に
づ
き
株
主
賃
鐵
が
囲
、
定
限
以
下
に
な
つ
た
こ
と
を
、
法
定
の
解
散
事
由
と
し
て
ゐ
な
い
の
で
（
1
）
、
學
読
及
ぴ
判
例
は

從
奈
．
一
般
に
総
株
式
が
一
人
の
株
主
の
争
に
蹄
し
て
も
、
會
肚
は
解
散
し
な
い
と
解
し
て
ゐ
る
。
尤
ぢ
古
く
は
株
主
一
人
と
な
つ
て
は
會

撤
釜
有
な
邸
と
の
読
も
行
は
議
て
ゐ
た
が
（
2
甚
奪
壌
少
の
疑
義
を
撃
嚢
あ
る
程
度
で
あ
つ
て
（
3
碁
ど
攣
の

藁
者
は
一
人
株
式
會
甦
σ
存
績
t
是
認
し
て
ゐ
る
（
4
）
。
　
一
，
人
會
肚
の
本
質
の
理
解
の
仕
方
に
は
色
考
の
意
見
が
あ
る
が
、
之
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

か
否
が
の
問
題
は
殆
ど
奮
套
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
つ
て
（
5
）
、
此
の
黙
に
つ
い
て
は
慣
脅
法
の
存
在
す
ら
主
張
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
ロ

ゐ
る
位
で
診
る
（
6
財
。
　
一
九
三
一
年
の
株
式
法
草
案
一
七
七
條
二
項
は
明
文
を
設
け
て
、
株
式
総
数
が
一
人
の
所
有
と
な
つ
て
も
㌧
會
肚

は
解
散
し
な
い
冒
を
規
定
し
て
ゐ
た
が
．
一
九
三
七
年
の
株
式
法
で
は
之
を
當
然
の
事
と
し
て
創
除
し
て
ゐ
る
（
7
尾
尤
も
ナ
チ
呂
政
槽

下
に
於
て
、
経
濟
に
於
け
る
匿
名
制
の
排
除
と
個
人
責
任
の
確
立
と
云
ふ
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
之
等
の
原
則
と
一
人
會
枇
を
認
め
る
こ
と



去
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
て
為
る
が
、
一
人
會
肚
に
よ
る
有
限
責
任
制
の
濫
用
は
、
主
と
し
て
、
小
規
模
の
含
肚
、
就
中
有
限
會
肚
に
於
て
行

は
染
惨
霧
る
レ
、
男
嚢
塗
於
査
、
株
蕃
勢
築
覆
響
蟻
と
し
て
華
鳶
克
に
制
讐
た
の
喬
董
傑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

蓼
、
そ
の
蓄
は
肇
濠
書
れ
る
嵐
と
に
巻
た
．
そ
急
駿
案
、
一
人
経
の
製
筆
膣
』
是
認
す
る
こ
と
に
決
潜

し
た
の
で
あ
る
（
8
）
？
樹
預
濁
逸
に
於
け
る
一
人
會
融
腫
、
株
式
會
肚
の
郷
、
株
式
合
資
會
甦
（
9
）
、
有
限
會
肚
に
も
認
め
ら
れ
て
ぬ
る

こ
と
は
既
に
蓮
べ
た
。
そ
し
て
囲
人
會
滋
の
主
た
る
實
用
性
は
有
限
會
融
の
場
合
に
夢
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
（
m
V
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
英
懐
に
於
て
は
、
株
式
會
融
の
設
立
π
は
、
」
般
に
は
七
人
以
上
、
私
會
肚
男
嵐
8
鼠
8
跨
贈
眉
嘱
の
場
合
に
は
二
人
以
上
を
必
要
と

薯
儀
に
曾
暑
．
臥
卜
．
．
・
．
量
．
響
轄
好
）
コ
護
立
さ
れ
複
暴
篭
、
株
責
繁
携
人
蟄
下
に
減
る
と
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條
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切
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べ
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も
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と
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ゐ
る
。
從
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て
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規
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會

　
　
　
　
　
　
　
　
葎
　
々
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
幽
　
、
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

馨
存
奮
許
強
い
璽
あ
る
が
、
有
葭
蕊
誉
。
β
蕊
拶
一
。
目
。
β
毯
記
・
。
箪
奄
監
器
廊
舜
爆
、
藁
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遣
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娼
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別
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憲
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．
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暴
、
砦
募
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憾
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璽
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⇔
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狸
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。
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犠
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皇
得
る
こ
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馨
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る
憂
つ
混
の
霰
零
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港
環
膠
於
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株
主
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露
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株
式
寵
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立
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還
ゑ
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鴬
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嚢
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墾
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株
主
天
と
濡
ば
蓉
壱
餐
解
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．
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．
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．
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．
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膠
麦
コ
犀
4
ト
ル
コ
．
ぺ
㌻
ア
．
）
．
此
の
期
問
を
徒
讐
空
き
ば
、

藩
営
餐
撃
書
恩
長
簿
贅
議
養
す
こ
髪
命
省
れ
、
（
フ
イ
ン
ラ
γ
ド
、
ノ
ー
ル
宴
－
、
φ
ず
マ
夢
）
、
或

ぱ
響
雛
葵
か
ら
蟹
の
漿
蔓
窒
（
秀
ギ
玉
ル
名
夢
亥
ポ
ル
弄
ル
、
・
ト
を
、
．
ペ
ル
畜
、
葦
ス
）
．
そ

レ
で
霊
が
砦
欝
を
超
え
看
萎
嚢
著
と
港
、
ヅ
ラ
ぎ
撃
蟻
締
婁
暮
塞
暴
、
、
才
ラ
多
、
デ
莞

玄
．
孝
勢
藁
．
チ
老
撃
藩
誉
肇
．
取
締
役
が
、
で
ル
翌
逃
蔓
畜
至
肇
の
嚢
を
弩
毒
髪
が

農
霧
ぢ
き
．
直
餐
箒
し
轟
濟
の
甚
任
宏
髭
馨
舌
る
．
而
も
之
露
國
の
疹
遷
勇
匠
、
隻
天

毒
梶
響
堰
、
蓉
旛
羅
墾
ガ
ぞ
て
も
、
．
嘗
餐
の
嚢
甕
簿
撃
る
も
の
と
解
せ
ら
喫
ゐ
る
．
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融
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個
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も
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謬
め
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づ
、
、
ぞ
の
魔
員
は
無
限
責
任
を
負
ふ
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
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又
英
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中
噂
も
、
ア
メ
リ
爵
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衆
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於
て
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會
融
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さ
れ
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の
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せ
ら
れ
て
ゐ
る
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檬
で
あ
る
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焔
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勇
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黎
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磐
奪
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が
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な
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三
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な
傾
洵
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遜
得
激
い
ゆ
大
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κ
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て
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禽
枇

の
存
立
を
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め
る
立
法
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ろ
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で
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て
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改
正
商
法
㊧
立
案
者
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外
國
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に
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つ
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と
云
ふ
の
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内
、
世
舞
的

な
一
般
潮
流
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．
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の
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つ
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の
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近
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あ
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